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延焼し、灰色は延焼していないことを示している。 

 

図-1 市街地火災シミュレーション結果の例  

 

５．風環境シミュレーションのケーススタディ 

地方公共団体が一般的に利用しやすいソフトを用

いてシミュレーションを行うためには、PLATEAUが採

用しているCityGML形式のデータを汎用的な３Dモデ

ルの形式へ変換する必要がある。このデータ変換に

は、カールスルーエ工科大学が開発したFZK Viewer

を利用し、DXF形式へ変換した後に、Trimble 社の

SketchUpを使用してSTL形式（3Dプリンタなどでも使

用される汎用形式）へ変換した。変換後のPLATEAUの

建物モデル例を図-2に示す。 

 

図-2 PLATEAUの詳細度LOD2の建物データ例 

今回の風環境シミュレーションでは、街路樹など

の植生も3Dモデル化してその影響を分析した。植生

についてはPLATEUではデータ化されていないため、

オープンデータで公開されている点群データを用い

て新規作成し、DCHM（Digital Canopy Height 

Model）の形式で形状表現した。樹木モデルの表現

イメージを図-3に示す。 

 

図-3 DCHMで樹木を柱状に表現 

シミュレーションには、MSC社の流体解析ソフト

scSTREAMを利用した。数値流体力学の計算方法には、

RANS系の乱流モデルを選択し、等温場で定常計算を

行った。計算結果を図-4に示す。 

 

図-4 市街地内の風の流れ 

 

６．おわりに 

以上、市街地火災と風環境のシミュレーション例

を紹介した。これまで都市の火災延焼や風環境をシ

ミュレーションによって検討する際には、実際の都

市の形状をどのように入力するかが課題であったが、

PLATEAUによる３D都市モデルを活用することで効率

的にシミュレーションを行うことができる。今後、

PLATEAUが全国的に整備され、その活用によって様々

な都市問題が解決されていくことが期待される。 

☞詳細情報はこちら 

1) ProjectPLATEAU  

https://www.mlit.go.jp/plateau/ 

2) 国総研レポート2023  p.116. 

https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/2023rep

ort/ar2023hp058.pdf 

3) 総合技術開発プロジェクト報告書 pp.145-192. 

https://www.nilim.go.jp/lab/jdg/doc/gensai.pdf 
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１．はじめに 

気候変動の影響により自然災害が激甚化・頻発化

するなど、地球温暖化対策は世界的に喫緊の課題と

なっている。我が国においては「2050年カーボンニ

ュートラル」の実現、2030年度温室効果ガス46％削

減、さらに50％の高みに向けた挑戦を目標として掲

げ、GX（グリーントランスフォーメーション）に

係る取組みを加速化させている。国土交通省でも、

所管するインフラ分野のGX推進の一環としてカー

ボンニュートラルの推進に取り組んでいる。 

 

２．インフラ分野における現状と課題 

我が国の建設現場から排出される二酸化炭素（CO2）

は、建設材料や建設関連貨物などサプライチェーン

を含めると国内総排出量の約１割強を占めるものと

推計されている（図-1）。 

図-1 我が国の二酸化炭素全排出量に占める 

建設業の排出量割合 

 

これら建設現場からのCO2排出削減に資する技術

は実用化もしくは開発中のものが数多く存在するが、

それらの新技術による排出削減効果を客観的・定量

的に評価する手法が確立されていない。 

本研究は、インフラ分野の建設段階を対象に、二

酸化炭素排出削減量を算定するためのマニュアル

(案)を策定することで建設分野のGX化に資すこと

を目的としている。 

 

３．サプライチェーン排出量の考え方と建設分野に

おける算定範囲 

温室効果ガス排出量について、国際基準であるGHG

プロトコルではサプライチェーン全体で発生した排

出量で把握することとしており、我が国の基本ガイ

ドライン１）でもこの考え方が踏襲されている（図-2）。 

 図-2 サプライチェーン排出量１） 

 

サプライチェーン排出量は自社内における直接的な

排出だけでなく、自社事業に伴う間接的な排出も対

象とし、事業活動に関係するあらゆる排出を合計し

た排出量を指す。つまり、原材料調達・製造・物流・

販売・使用・廃棄など、一連の流れ全体から発生す

る温室効果ガス排出量となる。 

 一方、社会インフラ分野の排出量を考える場合、

例えば道路に関して、製品＝道路の利用は長期にわ

たり、道路利用者は広く社会全体に及ぶなど、道路

事業者が関与できない部分が大きく、排出量の算定

は難しい。このため、当面の措置として建設段階に

。
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おける排出量を把握する対象範囲とすることとした。

建設現場の施工段階における二酸化炭素排出量とし

て工事現場からの排出量に加え、建設材料の製造・

運搬に関しても把握の対象範囲とする。 

 

３．建設分野における排出量の算定方法 

排出量の算定にあたっては、基本ガイドラインが

示す基本式に則り、活動量×排出原単位の総和を算

定する（図-3）。このため算定においては「活動量」

とその活動に伴う｢排出原単位」の把握が必要となる。 

図-3 CO2排出量算定の基本式２） 

 

活動量の把握、すなわち建設工事を構成する工種

内容および活動量を簡便に把握する方法として積算

資料を利用することとした。積算資料は工事発注時

および工事精算時に作成するもので、積算資料から

活動量を把握するのは比較的容易で合理的な手法と

考えられる。積算資料から算定対象とする工種・工

程や建設材料等の活動量の範囲を設定した。基本的

に積算資料で活動量が把握できる活動については算

定対象とし、全体の排出量への影響が小さくかつ算

定が難しいものは算定除外とした。また、影響が小

さくかつ正確な算定が難しいか煩雑なものを当面は

算定除外とすることとした。当面算定除外とした活

動については今後の検討課題である。 

国交省直轄工事の実際の積算情報を元に排出量の

試算を行い、算定対象範囲を決定した。Scope1（燃

料の使用に伴う直接排出）、Scope2（電力などエネ

ルギー起源の間接排出）、Scope3-1（購入した製品・

サービス）、Scope3-3（Scope₋1,2に含まれない燃料

及びエネルギー関連）、Scope3₋4（上流側の輸送等）、

Scope3₋5（現場から発生する廃棄物）が主な算定対

象となった。 

排出原単位については、『IDEA
い で あ

』3)、環境省の温室

効果ガス排出量の『算定･報告・公表制度における算

定方法・排出係数一覧』4）、国立環境研究所の『産

業連関表による環境負荷原単位DB』5）、LCA日本フォ

ーラムのLCAデータベース6）等がある。建設現場に係

るデータの充実度や更新頻度、データの利用料金な

ど、算定に利用する際には留意すべき事項がある。 

 

４．排出量及び排出削減量の算定 

 以上の検討結果を取りまとめ、工事現場からのCO2

排出量を把握するための算定マニュアル(案)を作成

した。標準的な工法や材料で施工した場合の排出量

を標準排出量、脱炭素技術等を適用して施工した場

合の排出量を脱炭素技術適用後排出量とし、両者の

差分が当該工事における排出削減量となる。 

 

５．今後の予定 

 令和６年度は各地方整備局のモデル工事を対象に、

この算定マニュアル(案)を使ってCO2排出削減量を

試算し、算定マニュアル(案)をより使いやすいもの

へ改定していく予定である。 

☞詳細情報はこちら 

1）環境省 排出量算定に関するガイドライン 

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_c

hain/gvc/estimate.html#no03 

2）環境省 「サプライチェーン排出量の算定と削減

に向けて」 54p 

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_c

hain/gvc/files/SC_syousai_all_20230301.pdf 

3）（一社）サステナブル経営推進機構 『IDEA』 

https://sumpo.or.jp/consulting/lca/idea/inde

x.html 

4）環境省 温室効果ガス排出量 算定･報告･公表制度 

  算定方法・排出係数一覧 

https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/calc 

5）独立行政法人 国立環境研究所の『産業連関表に

よる環境負荷原単位データブック（3EID） 

https://www.cger.nies.go.jp/publications/re

port/d031/jpn/index_j.htm 

6）LCA日本フォーラム LCAデータベース 

https://lca-forum.org/database/ 
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